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が深いこと,H本の交流するおもな相手が時期によって

替わるなど，いくつかの研究成果がみられるものの，

｢青銅」についてはほとんど研究例がない。

自然科学的手法での研究においても状況は同様であり，

鉛同位体比による研究成果では，弥生時代の日本の遺跡

から出土する朝鮮半島系遺物やそれと同様の数値を示す

日本で製作された青銅製品については報告されているが，

古墳時代の青銅製品の原料産地をめぐる問題において，

朝鮮半島との関係はほとんど考察されていない。

そこで本研究では，古代の朝鮮半島における青銅資料

の原料産地と，朝鮮半島と日本との交流を明らかにする

端緒として，大韓民國（以下，韓国とよぶ）慶尚道・釡

山（以下，嶺南とよぶ）地域，東京大学所蔵の朝鮮民主

１．はじめに

占代日本の歴史を明らかにする上で海外との交流に関

する研究は重要である。これまで日本列島の弥生時代・

古墳時代の広義の大陸系資料については中国との直接的

な関わりがおもに意識されていたが，近年の研究では朝

鮮半島とのより深い関係が明らかにされつつある。

青銅製品を対象とした考古学におけるこれまでの研究

状況をみてみると，弥生時代（紀元前５～紀元後３世紀）

については先行する研究成果が比較的ある。しかし，

｢鉄」と「青銅」が朝鮮半島から大量に輸入された時期

である古墳時代（紀元後３～７世紀）の研究状況をみて

みると，「鉄」については例えば朝鮮半島南部との関係
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対してこれをそのままあてはめることはもちろんできな

い。ただし本論文では，特に日本出土資料の原料産地を

巻察する際など，これらの数値範囲を示しておいた方が

議論の内容を'ﾘj確に示せる場合があるため，データの位

置を示す目安として，必要に応じ，図中にこれらの領域

を表示した。

A:弥生時代に将来された前漢鏡が示す数値の領域。

弥生時代の国産青銅器の多くがここに入る。

B:後漢・三国時代の舶載鏡が示す数値の領域。古墳

出土の青銅鏡の大部分はここに入る。

C:日本産の鉛鉱石の領域。現在までのところ日本産

鉛の使用開始時期は，遺物の鉛同位体比分析結果

からは６世紀後半～７世紀ではないかと考察され

ており，また製錬関係遺跡の検'11は７世紀中葉こ

ろから，そして人量に使われ始めるのは８１1t紀か

らである。

D:多鉦細文鏡や細形銅剣など，弥生時代に将来され

た朝鮮半島系遺物が位置するライン。

これらの領域は，研究の初期にはそれぞれW,E,J ,

Ｋという記号がつけられていたが，現在はこの他の領

域が検討されていることもあって , A , B , C , Dが使

われる（平尾・榎本,１９９９など）ことが多いので，こ

こでもそれに準じた。領域Ａと領域Ｂは，中国の鉛鉱

石の分析値との比較が行われ，前者は華北産鉛の分布範

囲の中にあり後者は華中～縦南産鉛の分布範囲の中にあ

るため，それぞれ簡略に「莱北の鉛」「(華I-|!～）華南の

鉛」と呼ばれることもあるが，領域設定自体は上記のよ

うに青銅器の測定結果に基づいて行われたものである。

このほか，後述する本論文の考察に関連する領域として，

a:領域Ａのうち後期銅鐸などが集中的に分布する

画一的な数値の鉛の領域

D2:現在の朝鮮半島産鉛のうち，南東部の鉛鉱石が分

布する領域

がある。

遺跡ごとの鉛1吋位体比の分布状況，考｢#学的な観点か

らみた個々の資料の詳細や史的意義などについては藤尾

(2006）にまとめてあるので本稿では省略する。ここで

は韓|到嶺南地域出土資料の分析結果について考察するこ

とを主な目的とし，そこから抽出された二つのグループ

３．分析方法

青銅製占占は表Imの錆を,ffl'1･鉄地金鋼張製尚/,は青銅

部分の錆を，金属工芸川のキサゲを使川して採取し，ま

た銀製品は金属の一部をキサゲまたは小型ニッパーで採

取して分析試料とした。この試料から，国立歴史民俗博

物館で開発した「高周波加熱分離法」を用いて鉛の分離

を行い，表面電離型質量分析装置によって鉛|司位体比を

測定した。具体的な操作は次の通りである（齋藤2001)｡

分析用試料を石英製小ビーカーに入れ，それらをカー

ボン封入石英製加熱財渦内に置く。石英製カバーをかぶ

せ，高周波加熱炉の中に入れて,1050～1100℃で１５分

間加熱する‘。試料II1の鉛が気化して布英製カバーの内壁

に蒸着するので，これを希{ii'j酸約lmlで溶解し，得ら

れた鉛溶液の一部を取って，濃度をICP質量分析装憧

などで定量分析する。この鉛溶液のうち鉛200n9相当

量を分取して，リン酸，シリカゲルとともにレニウム・

シングル．フィラメントｋにローディングし，表面電離

型質量分析装置(FinniganMAT262)内にセットし，

フィラメント温度1200℃で同位体比測定を行う。

4．結果

表ｌに，得られた鉛同位体比の数値を，資料の出土遺

跡名，遺物名，年代，実測図などの掲載されている参考

文献とともに示した。以下，本稿内で，資料および測定

値の特定は，原則としてこの表!''の「|則位体比分析番勝」

( B * * * * , L * * * * ) で 行 う 。

歴史資料分析において，鉛同位体比の測定結果は通常，

放射‘|堆核種の生成物によって変動する同位体である
206Pb,ユ伽Pb，ユ08Pbの情報が有効に生かせるよう，

2n7Pb/206Pb比と203Pb/206Pb比の関係であらわすことが多

く(A式図) ,必要に応じて鉱床年代や地質年代を求め

るのに使用される206Pb/2"Pb比と207Pb/』uIPb比の図(B

式図）も併用する。

馬淵・平尾が，弥生時代から平安時代までの，日本で

出土した多くの青銅器についてデータを蓄積した結果，

その鉛|即位体比のおおまかな変遷として下記のようなグ

ループ分けのできることがわかっている（馬淵・平尾

1982a,1982b,1983,1987)｡朝鮮半島出土の青銅器に
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と，それらと楽浪上城（北朝鮮）およびＵ本出上資料の

データとを比較した結果を中心として述べる。

たものであり，集中の度合いがみてとれる。右上の十字

線は測定値の誤差範囲をあらわす。

このほか，これと一致はしていないものの，近接する

データを小す資料として良洞里古墳群B6209(筒形fl,j器),

B6215(環形flil器),B6222(銅矛),福泉洞｢{｢墳榊B6225

(筒形銅器)，勒島遺跡B6246(三角錐）の５点がある。

グループGBはグループGAと比べ，多くの遺跡の資

料が含まれている。表３に遺構遺物，分析番号，同位

体比をまとめた。また図４に領域Ｂとともに分布状況

を示した（誤差範囲は左上に十字線で表示)。分布に多

少広がりをもっており，例えば上限に近いところに位置

するデータとﾄﾞ限に近いところに位置するデータだけを

とり出して比I肢しても，両者が一致するとは言い難い。

これについては，そもそも一つの鉱山の!|!では鉛|F1位体

比にどの程度のばらつきがあるのかということも兇てお

く必要があるだろう。グループGBは朝鮮半島の鉱11lと

の関連の111能|ｿ'２も考えられる（後述）ので，例として，

朝鮮半島で|11-鉱111について複数の鉛鉱石を分析した結

果（馬淵・平尾,1987)のいくつかを，グループGA,

GBとともに表示し，比較してみる（図５)｡これによ

ると，鉱111によって'１位体比の分布状況にはかなり相違

があり，均一性の高いものもグループGBと同程度かそ

れ以上の範囲にばらついているものもあることがわかる。

従って，ここで示したグループGBを一つの集IJIとみな

4.1．朝鮮半島出土資料

韓国川IFfl,1器のすべての結果をまとめてみると，図

２にみるように，特にデータの集中する領域が二つある

ことに気かつく（ただし図２では，集中域がわかりやす

いように，人部分の数値が分布する207Pb/206Pb:0.78̅

０.９２,２０８Pb/2nmPb:1.9～2.2の範囲内のみ表示しており，

これから外れる数値を示す資料数点が省かれている)｡
一つはユ07Pb/20I;Pb比0.875～0.877,'08Pb/2''6Pb比

2.162～2.166のきわめて狭い数値範囲内に集まるもの，

もう一つはこれと比べると範囲が広いが207Pb/2('6Pb比

0.857～0.863,:IINPb/JIIIPb比2.113～2.135の数値内に集

まるものである。前者を「グループGA｣,後者を「グ

ループGB」と名づける。なおこれは，本論文の元になっ

た科学研究費補助金の成果報告書の中で齋藤（2006）が

｢グループＡ」「グループＢ」と名づけていたものである

が，馬淵・平尾が設定した上記の領域名と混|iしないよ

うに名称を変更した。

ク．ループGAは良洞里古墳群，福泉洞占墳群，亀旨

路墳墓群の３遺跡から抽出できる。遺構遺物，分析番

号，同位体比を表２にまとめた。図３はグループGA

の周辺を拡人して，領域A,aとともに分布状況を示し

の 句
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すべきなのか，それとも数値の少しずつ異なる複数の集

団がたまたまこの近辺に集まっているものなのか，この

結果だけからは判別できない。しかし，分析値を集積し

た結果として，この領域に多くのデータが集中している

ことは確かなので，ここでは，これらをあわせて一つの

グループとした。

なお，東京大学が所蔵する楽浪上城出土資料の分析結

果を，これらとは別にｌｘＩ６にボした。比較しやすいよう

に, l箕述したグループGA,グループGBの杼髄域を火

線で記入してある。青銅製品の分析番号は|̅B７３**｣,

方鉛鉱は「L２６**」であり，図中の２桁の番号はこの

分析番号の下２桁(｢B７３**」「L２６**」の「＊＊

の部分）を表示したものである。青銅資料４４点中，２８

点が数値の近接するひとまとまりの集団をつくっており，

この数値範囲はグループGAとその周辺に集まってい

る。またその集'ずIの中でも特に左下あたりの箇所への集

中度が高く，８点がクゞループGAと重なる。これは仮

説的な考え方であるが，もしグループGAを一つの端

成分とし，図６のグラフ上でその右上に位置するB7303,
- 3 8あるいはB73 1 3 , - 3 3 , 3 4 , - 4 4のような原料

がわずかに混合して使月jされれば，このような分布を示

すグループになるであろう。

楽浪士城川上資料のうち，グループGBの範囲内に含

まれるのはB7302(鼎) ,B7323(銅製品),B7336(銅

6２
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図６楽浪土城出十資料の鉛|司位体比測定結果
Fig.６LeadisotoperatiosoIobjectsexcavatedfromNaklang

新庄下所在古墳（千足・榊山）の測定結果によると，

B7802,-04およびB7８０１,-０３,-０５(いずれも馬形

帯鉤）がそれぞれ比較的近接した値を示し，前者はグルー

プGAの近く，後者はグループGBの範囲内にある。

津堂城山古墳の測定結果によると，資料B７８１０，-１８,
-２１およびB7819,-20はそれぞれほとんど同一の値

をとっており,B7807,-11を含めひとまとまりの数値

領域をつくるように見える（資料種別はB７８０７,-１０,

１１が巴形銅器,B７８１８,-１９,２０,-２１が銅器残

欠)｡これらはいずれもグループGBの範囲内にある。

またB7816,17はグループGAに近接している。

束宮山古墳の測定結果によると,B7822,25(以上，

銅製馬鐸)，２９（透彫帯冠）は比較的近接した数値を

とっており，グループGBの範囲内にある。

天理市平尾出土銅鐸の測定結果によると，いずれも馬

淵・平尾(1982a,1982,1983)の報告にあるいわゆる

｢前漢鏡タイプ」の原料鉛が使用されている。このうち

B7833(１号）がグループGAと一致する。

以上をまとめると，宮内庁所蔵資料のうちグループ

GAと一致するものはB7833(平尾出土銅鐸)１点のみ

鍼）の３点であるが,B7319,B7325(ともに銅製品）

は比較的近接した値を示している。方鉛鉱は，これらの

青銅器とまったく異なる数値をホしており，ここで出七

した青銅器の原料であるとは考えられない。

4.2．日本出土資料

ここでは分析結果を，‘|崎淵・平尾(1982a,1982b,

1983,1987)によるA,B,C,Dの各領域と，「4.1.」

で抽出したグループGA,GBの数値範囲ともに表示す

る。

国立歴史民俗博物館が所蔵している馬形帯鉤は1２点

あるが，透過Ｘ線観察，蛍光Ｘ線分析などにより，そ

のうちの６点(B5101～B5106)が真物と判断されてい

る（永II5,1988)ので、ここではそれらのみを対象とし

た。比較的まとまった数値範囲内に分布しており，

B５１０３,-０４,０５,-０６の４点はグループGBの範囲

内にある（図７)｡

長野市教育委員会所蔵の馬形帯鉤は，これらからは少

し外れたところに位置している(FI７)o

宮内庁所蔵資料の分析結果を図８に示した。
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であるが，これに近い数値を示すものとしてB7804(新

li２卜所在古墳),B7816,-17(以上，津堂城lll1',-"fi),

B7832(東宮lu!'f")の４点があり，またクゞループGB

の領域内に入るものとして,B7８０１,０３,-０５(以'二，

新庄下所在｢ l 1墳 ) , B 7 8 07 , - 1 0 , - 1 1 , 1 8 , - 1 9 ,
-20 ,２１(以Iz ,津堂城11 l占埴) ,B7822 , -25 , -29

(以上，東宮111古噛）の１３点があった。

0I;&鉛鉱ll1のデータを一緒に示した。なお，図９b(BJt

|叉Ｉ）！|『のA',B',…は，図９aやIxI２(A式|叉I)!|'の

A,B,…の各領域に対応するものである。

5．１．グループ･GAについて

これまでに報告されている鉛同位体比のデータのII1で，

年代範囲には相述かあるが，いわゆる近畿式。二遠式銅

鐸のものが、ク'ループGAとほぼ砿なり合っている

(佐1%(典の分類による突線釧Ｉ式でこのような数11''iを示

すものが出現し，Ⅱ～Ｖ式ではこの数値範囲にデータが

雌!|!する：佐脈,1960,1979;,1,1j淵・《Iz尾,1982a)｡

また瞳|崎県佐護クビル遺跡出ｔのfl'l",I雑|剛県開峯遺跡・

栃木ﾘ１４田間遺跡・ﾈIII奈川県本郷遺跡・人分県多武j笹遺跡

5．考察

以下，今Inlの一迎の調査によって抽出されたグループ

GAとグループGBの一つの髄域を!|!心として論述する。

IXI９a,bに，本"|究で測定したIIVI鮮半島出士涜料の企

データ（図２と'１１じ）と,,Mj淵。、|え尼(1987)のIIJI鮓半
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図９朝鮮半島出t,'jm'1器と朝鮮半島産方鉛鉱の鉛同位体比（馬淵．、|え尾,1987)
Fig,９LeadisotoperatiosofthebronzcobjectsandgalenainKoreanPcninsula(MabuchiandHirao,1987)

いては，外糘1,1･釧Ⅱ式以降の段階には前漢鏡(,l､"lll・平

尾,1982b)と|｢1じ数値範囲（領域A)を示し，これと

|刈様の床地のｌj(料が使用されていたと考えられており，

地域として'|1l'ilの帷北が想定されている。その'|'で，近

畿式。ｉ遠火fl'1鰈の段階では鉛|口1位体比がほとんど|11-
の数値を示しており，きわめて限定された鉱床からもた

らされた↓X料が使肘されていたと判断されるため，「規

出士の小fl,1"(,!!j淵・平尾,1982a,1985;平尾・鈴木，

1999),弥止lill＃代小形１方製鏡（測定値１６点!|!１４点：馬

淵・乎尼,1983),広形銅矛（測定値３０点!|１２４点：平

尾・鈴木,1999),筒形銅器（岡lll県沢l１１余Ⅲ塊111,11･噴出

t,倉救塔･,',.fi ' i ' if: '|’!j淵・平尾,1986)などがこれとほ

ぼ|可じ数11''Iであることが報告されている。このような資

料を鉛'11位体比とともに表４に示した｡fl'1鐸の原料につ
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なお,'!!j洲・平尾(1982a,1982b,1983,1987)が，

｢価域Ａ」あるいはここで述べたグループGAと重なる

｢伽域ａ」について!|!l'ilの唯北と想定したのは，前述し

た辿り，髄域Ａが!|!l'1の｣上部地域に産する鉛鉱石の分

1j範州の'l!に含まれていたことや測定した壷料の歴史的

な背景を総合的に検‘汁した結果である。厳密に言えば，

髄域Ａやａと重なる鉱床が特定されているわけではな

いため，この点については将来，特に中国における鉱II1･

製錬遺跡出ｔ資料を中心に確認していく必要がある。以

|甚のことから，現時点においては，グループGAのlli!

料産地について，いずれにしても!|'同の鉱床との関連の
'I1能性について考慮しておいた方がよいと指摘するにと

どめておきたい。

以ｋ述べてきたように，ク．ループGAは，資料数と

してはそれほど多くないが，データの一致'|ｿｌｉがきわめて

11'Iiいことと，楽浪士城IIIL資料４４点中８点の数値がこ

れと軍なり，また２８点がこの周辺（領域Ａ内）に分ｉｊ

していること，日本でＩｌＩこした「規格品の陳料」と称さ

れる近畿式・三遠式銅鐸などの鉛Ｍ位体比とよく一致し

ており，またその数値を示す朝鮮半島および|｣本山士盗

料の年代が粂体としてほぼ重なり合う範囲におさまって

いること，桝内庁所蔵壷料からもこれと一致，もしくは

近似した数11f(を示すものが検出されたこと，などから，

"l'1肯銅器の原料産地や|I韓の交流を考える’二で汪日す
べき結果と考える。

グループGAにI禺するデータやそれに近接した数11111

を,｣くす資料は，ここで測定した'"l'1慶尚道・釡ll1周辺遺

跡出ｔ資料では，上記の４遺跡（艮洞里，棉泉洞，亀旨

路および勒‘島）以外からは検出されておらず，点数も多

くはない。その点でこの時期・地域の青銅製1帖の原料と

して必ずしも主流のものとはいえないかも知れないが，

もし楽浪祁との関連‘|ﾂ'２があるとすれば，生旅や流通につ

いて重要な‘情報を提供する可能‘|ｿ|§もある。グループGA

に属する青銅製品の繩別やこれら４遺跡に共通する性格

などの視｣IbI､(からの兇IIf[しも必要になるであろう。

格品の腺料」などと称されている。前述した辿り，賜淵・

平尾(1982a)によって提示されたこの数仙範囲は倣域

ａと呼ばれている。グループGAを構成する盗料の数仙

と領域ａの範囲はｌＸｌ３に示した辿りである。

今回測定を行ったII本出士箇料では，桝内庁所蔵壷料
1'1の,XIII!'i了平尾川｜Ｚ銅鐸B7833(１)j･)がグループ

GAと一致している。またグループGAとは一致しない

が，それに近い数1111【を小すものとしてB7804(新庄卜所

在｢#墳) , -１６ , -１７(以上，津堂城山占埴) ,３２( *

宮山古墳）がある。

グループGAについては，これまでに測定されたWl

鮮半島の鉱}未の数値（図９a,b:馬淵。、Iz尾,1987)
のいずれからも大きく外れている。これらは現在鉱ｲiの

採取できる鉱床のみであるので，ノア後の，鉱lll遺跡や製

錬遺跡など，ここで洲介をｲｊったIIiflil製IIII11と|,1時代に稼

働していた鉱床についての研究の結果によっては，グルー

プGAのﾉ>惟地についてより碓災な考察がｲjえるように

なる可能’|ｿkはある。従って，原料産地についてどのよう

に考えるかについては１'圖広く悩嘔な検討が必要であろう。

ただし，数値として領域ａと重なる位i汁を占めてい

ることと，ク．ループGAに含まれる韓|玉l川上資料が，

年代としては２世紀後半～４１胱紀（その近傍に数値が分

布する資料を含めても紀元前llH:紀頃～紀元４世紀）で

あり，楽浪ｔ城資料の年代（紀ﾉtliij2世紀～紀J亡411t紀）

と重なりがある（なお，日本の近維式・え遠式銅郷(l
～2111:紀水)，弥堆ll,f代小形1ﾉﾉ製鏡(２～３１11:紀),広形

銅矛（2111:紀）についても，ほぼ瞳なりあうｲf代にあた

る）ことから，本論文の元になった齋藤(2006)のfMfff

に基づいて,I,!j淵(2007)が述べているように，グループ

GAの製IY!のI泉料が敞域ａとl,jじ産地にIII末するもので

ある可能‘|ｿ'２は考えられる。しかし，この推定の根拠となっ

ているのは現在のところ鉛|則位体比数値の一致と資料の

年代のみであり，特に朝鮮半‘島内における関連資料の鉛

|司位体比データが十分に蓄積されているとは言えないこ

とから,!l i IEI ,楽浪,l1本の二卉間における製品とＩi(料

の移動に|%lする考II｢'γ:と脈料分析からの裏1,lけがとれて

いるわけではない。これらの|川には地fil!的な陥たりがあ

り，また楽浪ｔ城川ｔ肯銅器がどのようなｌj!料凋迷をｲｊ

い，どこで製作されたか，という検討も要する。

5.2．グループ°GBについて

今1111測定を行った１１本出t資料の中でグループGBの

純|"l内に含まれるものは次の通りである。
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′自内庁所蔵資料

新庄下所在｢l｢墹:B7８０１,-０３,-０５(馬形帯鉤）

（堂城山｢ l i " i : B7807 , - 10 , - 11 (巴形f l ' i器）

B7８１８,-１９,-２０,-２１("

器残欠）

東宮山古墳 : B 7 8 2 2 , - 2 5 ( 銅製馬鐸）

B7829(透彫帯冠）

l'il立膝史民俗博物館所蔵資料

B5１０３,-０４,０５,-０６(馬

形帯鉤）

グループGBは，グループGAと比べると分布に多少

広がりがあるが，測定を行った韓|玉l出ｔ青銅製品１４３点
''143,1,1､(，宮内庁所蔵資料３４点'l１１３点，国立歴史民俗

博物館所蔵資料（典物の馬形帯鉤）６点中５点と多くの

資料がここに含まれており，このl1ｷ期の韓国青fi,j製品の

鉛ｌj(料の主要な縢地の一つと推測できそうである。

また，これまでに椛告されている鉛同位体比の測定値

でも，このグループGBと重なるものとして韓匡l忠清南

辿八女市清堂洞出土の馬形帯鉤(１２点中１０点：姜ほか，

1998),忠渭北道青原郡悟倉面松垈里出土馬形帯鉤(３

点）および銅鐸(１点：姜ほか,1999a) ,慶尚北道尚

州I|丁洛東面城洞里川t馬形帯鉤(８点：姜ほか,1999b),

倉敷考占館所蔵の‘囎形帯鉤（３点）・筒形銅器(１点）

[,l､!j州・平尾,1986]などがある（表５)。なお，これら

の涜料のデータはグループGBよりも数値の集中度が高

い。このことから，将来検討が進めばグループGBはさ

らにいくつかの領域に細分できる可能‘|ｿ|皇があると考えら

れる。

グループGBをグループGAと比鮫した時の顕著な相

違点の一つとして，資料の年代をあげることができる。

火成洞出土虎形帯鉤(B6257 ,2世紀前半) ,良洞里出

ti,j蝮(B6204,31廿紀前半）の２点を除き，人部分は

４11t紀～７世紀初めと，一部年代的な重なりはあるもの

のｆ体としてグループGAよりは新しい年代の資料で

椛成されている。そして楽浪上城出ｔ資料でグループ

GBに属するものは３点しか検l1lされていない。これら

の脈料ﾉ唯地について号察するためには，三国時代淵時に

稼働していた鉱|｣｣の遺跡や製錬遺跡に関する調査が必要

であるが，その状況は必ずしも明確になっていない。こ

こでは，今後の検討材料とするための可能性についての

み述べる。

従来の鉛同位体比研究の結果に従えば，中国の華1II̅

華南旅脈料の数値範|ﾉ|:Iにあるため，まだ測定されていな
い中'五lの鉱床が産地である可能性が考えられるが，一方，

これまでに報告されている鉛鉱祈の分析値をみると,!IJI

鮮半島の鉱山の中で，韓国慶尚北道の漆谷鉱山のデータ

が，グループGBと重なりはしないが比較的近い数値を

示している(207Pb/2"Pb:0.8566,:IIHPb/u"Pb:2,1149,
205Pb/30IPb:18.183,2117Pb/204Pb:15.576,2''gPb/2"Pb:

38.455；馬淵・平尾,１９８７;図９a,b)。またもう一つ，

グループGBの産地を考える上で留意しておくべき,II1Xは，

わずか１点ではあるが，銀製品でこの髄域内に入る数1IIT

を示すもの(B6147:lin１M１号職川上銀線）が検川さ

れているということである。古代における朝鮮半島の鉱

山採掘状況は現在のところよくわかっておらず，漆谷鉱

山やその周辺の鉱山が当時稼働していたか，また銅や銀
の採鉱が行われていたかどうかは不明であるため，数値

の近似をもってこの地域周辺に原料産地があると決める

ことはできない。しかし,１９４０年代にまとめられた資

料ながら，朝鮮半島の鉱床に関する記述（朝鮮總督府地

質調査所,１９４１;土田定次郎,1944)に，漆谷鉱山と比

較的近い場所にある「慶尚北道高索群雲水面月山洞高露

鑛山」が銀(Ag)および輝銀鉱(Ag２S)の主産地とし

てあげられており，「肺銀鑛」の項'1内で「方鉛鍼と徴

密なる混合集合鵠をなし，黄銅鑛・閃IMi鉛鑛及黄鐵鍼を

随伴し，時に自然銀及I引然金を伴うことあり」と述べら

れている（朝鮮總督府地質調査所,1941)。これは，こ

の周辺地域が，銅と銀（さらに鉛も）を一緒に産出する

ような鉱山の存在し得る地質条件であることを意味して

いる。したがってこの近辺で，漆谷鉱山やグループGB

と同様の鉛同位体比を持ち，銅と銀をlij時に産出してい

た鉱山が古代に稼働しており，それがこれらの資料の原

料となった可能性も考えておく必要があるだろう。ただ

しこの推定を裏付けるためには，今後周辺地域の製錬や

採鉱の遺跡について，拷古学と自然科学の両面から洲査

を行う必要がある。

繰り返しになるが，，1,1j淵・平尾(1982a,1982b,1983,

1987)による領域Ｂの鉛産地が「華中～華南地域」と

6７



科の!巾でこのAI1辺に分１jする数１II11を示すものは，日本川

'｡.庁銅製l1I11Iの場合はほとんどが弥ﾉ|塒代の遺跡からｌHI:

したものであるのに対し，’|ﾘl鮮､|<{';,>lll-ki¥fl,l製,',,l!ではll

水の弥生llf代と|I1時1U1のものと,li-ji'ill､↑代と|11Ⅱ､f期のもの

"|!1数である（唆坂,2007)ので，それと椎介する結果

である。

髄域Ｄについて新ﾉト(2000)は，凹川有二雌堆遺跡

llltの青fl,j器と|I１じｊ鼈地で雲南省公沢鉱山のものであり，

刈顕や股嘘の時代から戦国時代・漢代まで使われ,Wl

鮮､f烏南部を経て日本にきたとｊﾐ推した。しかしこの脱

は，齋藤(2003),,I､!jiMI(2007)にあるように,=fl,1器

の鉛|｢1位体比の推移や|縦史的背賊との整合‘|ｿ|ｉに関する考

察を全く欠いていることや，会沢鉱111を含む墾|村省周辺

"111の鉛|11位体比分jjimlrilが背fl,1壷料とは災なっている

ことなど，さまざまな,'､'､(で根拠がｲ《｜-分であり，成､,/aす

るとは考えられない。

これが'ill鮴､卜島産腺料をあらわすかどうかについて，

‘賜淵(2007)は, |芸禍した内他' l !占墳群l l l t鉛鉱イｉ

( L2501 , 0 2 )の測定値（本揃文の元になった齋滕

(2006）からヅ|川）が仙域Ｄに砿なることから，「韓IIil

ｊ雁という惟疋を裏付ける実験データ」であるとしている。

ただし，内他''４から|｢1Ⅱ､fに出士している青銅製品はこれ

らとは異なる数値を示しており，この方鉛鉱の由来や使

川の状況については必ずしも明碓ではない。このほか，

BJtIxIにおいて領域C'|ﾉ1にあることからll水ﾉ唯鉛を仙

川しているのではないかと､'た尼・榎本(1993,1998)が

Wi!fした久II!人牟H１辿跡（佐賀ﾘiUr叫津'li)と野田遺跡

(柵間県八女I I j )出tの鉛矛について，粁水(2001)は

｢考I{i学的脈絡から見れば，半島火部の鉛と兄る方に分

がある」との兇解を述べている。これについては‘1副||｜

(2007)も，、F尾・榎本(1993)が発表された際，同様

にＢエヒ図からの解釈として「｢ll本」よりも|-帆鮮半,I;&

|脚部」と判断し，発衣行に私見を仏えた」としている。

これについては，平尾・榎本(1998)､,その後に平尾・

鈴木(1999)があらためて述べている通り「例えば,'iJI

鮴､'４烏I唯の鉛といってもＤ線Izにきっちり,戒るのでは

なく，この線を!''心にばらつくというのが'災状である」

ため，髄域C'内であっても領域D'に比I肢的近いところ

に数値が位i肘するこの壷料について，朝鮮半｣崎朧原料と

なっているのも，まず資料（''1|}§|鏡など）の分析結果に

よって敞域が定められ，これが帷!'!～唯|櫛の鉱l1lの分1j

純ljl:|の'|!に含まれていることとrt料をめぐる|樅史的な行

蛾から想定されたものである。

図９aのＡ式lxlでみるとわかる辿り，髄域Ｂの純|昨ｌ

内にはグループGB以外にも多くの朝鮮､|f,l;&出士資料が

分布する。これらはIxI9bのＢ式|xIでみても同様で，

従来の研究結果にしたがえば「''|'嘩中～jiIfI椥雌の鉛」と､卜l１

定される数｛'１１[である。しかし,!IJI鮮半島鉛鉱山のデータ

をグラフ｜畠でみると，いくつかが領域B,B'の!|1にも

含まれ，乍体としては領域ＢやB'の分４J方向とやや

異なる角度で交わるような分ij域を示し，グループGB

はちょうどその一巡の分布域の一ﾉﾉの端部1､l近に卜||､I1す

る位置にあることがわかる。つまり、これまで「帷!'!～
''l'':|抑雅の鉛」と判定されてきた伽域B,B'の1|１には，

数値だけからみる限り「朝鮮､f,'伽雁の鉛」が含まれてい

る可能'|ｿtも考えられる。したがって，本研究で対象とし

ているような資料について詳細な原料産地の絞り込みを

行うためには従来よりも綿密な検討･を要することになる

だろう、

ここまでの考察によって，グループGBは領域Ｂの
''1にはあるが朝鮮半朏>内の鉱Illが産地である可能‘|ｿ|か浮

かび上がってきた。今後，各地域の鉱lllの分布領域のほ

か．資料や追跡の‘|ｿ|絡など考,li'､j：:的な研究とあわせて．

壷料と鉛'11位体比データの突き合わせと兄''1〔しをはかる

必要がある。

5.3．グループGA,GB以外のデータについて

｜副２や|xI９a,bから，朝鮮､'２島産原料との関連の11l.

能性が考えられるものについて考察する。

領域Ｄとその胤辺には,#fl,1製品として,}〈田,l,･j if

l i fM１り･ j i ' i B 6115 , - 16 (杏蛯) , |司M４腓墳３0

(鉤金具),３４(#f l !1被金), I I11111〃噛一3８(鞍橋

片)，勒,I;』遺跡B6247(細形fl,1剣）の6,1,1､(リまた鉛鉱ｲｉ

として内徳1挫｢F墳鮮L2501,02の2.1｡1､(が分布してい

る。年代としては勒!l;,)辿跡が紀ﾉ亡liijllll:紀り１,|/1"'|!1'i

"i群がｌ～2111:紀とIII-く，あとの5,1,1､(は５～6111:紀と比

岐的新しい（ただしl<IH占埴群以外の遺跡からは検出さ

れなかった)｡これまで鉛Inl位体比が報i{ｒされている壷
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解釈しても矛盾はない。これらの,'封から，、量的な問題を

別とすれば,|l本の弥堆ll寺代とldlll寺期から朝鮮半島産の

lji料が使われ始めていた可能|ｿ|§は巻えられる。

IXI２｣PIXI9a,bではまた，朝鮮半島鉛鉱lllのうち，

臘尚北道・江原道のものの分布域から設定された領域

D2のラインA1辺に分布している資料のあることがわか

る。下記の１３点である。

ｌ主田古噛群８５号墳B6141(耳飾),M３号墳２３

(青銅倉)，２６（帯金具) ,M l lり墳3７(バックル) ,

椎城古墳群B6242(金銅製耳飾),礼安里占墳群-５２

(耳飾)，皇南洞遺跡０５，-０６（青銅垳渦)，東川洞
-０１,０３, -０４(青銅財墹片) ,楽浪土城B7312(五

蛛銭)，-３７（銅鑛）
これらについては，楽浪土城の紀）亡前２１仕紀～４11t紀

と，’1#期ｲ《lﾘlである束泉１１の３点とを除く８点の資料の
ｲｌｉ代は５１H:紀～８世紀であり，また少数ずつながら様々

な遺跡から検出されている点で，グループGBについて

ｋ記で考察したのと'11様，このころに朝鮮半島南部産鉛

が広く使用された可能|ﾂ|畠があることを示唆する結果であ

ると考える。

域D２の周辺に数値が分布するほぼ|１j時代の資料の存在

などから，原料が朝鮮半島南部地域の鉱床からもたらさ

れた111能性についても考臘しておく必要がある。

なお，グループGAの数値を示す原料が姿を消しグ

ループGBや領域D２のような原料が使われるようにな

る変遷が起こる時期については，朝鮮半島の資料につい

て細かい年代をおさえるのが現状では困難であるため，

厳密に述べることはできない。また，ここで対象として

いるのか数値範囲として限定された種類の原料であるこ

とや歴史的状況の相違から，日本の青銅器陳料における

領域Ａから緬域Ｂへ変遷とは必ずしも同列には論じら

れない。さらに，グループGAに含まれる朝鮮半島出

t資料の年代が，幅を広くとって紀沁前２世紀～紀元４

１廿紀であり，グループGBについては２世紀前半～７ill:

紀初めで楽浪上城資料でもわずかながら検出されること

から，ある時期を境に突然切り替わるのではなく，重な

りあう期間があったとみられる。しかし，資料数の分布

などを全体としてながめてみると，おおむね紀元４世紀

頃に人きな転換の動きがあったように思われる。

その場合，朝鮮半島内での銅生産の開始時期がいつで

あるのかは今後の課題であるが,３１３年の楽浪郡の滅亡

による銅関係技術者たちの朝鮮半島南部地域への流入の

可能性と，朝鮮半島南部地域における占代国家形成の大

きな動きが４１廿紀にあるということは気になるところで

ある。

またさらに,'IJI鮮半烏でlll土するいわゆる「倭系遺物」

の出自をめく’る議論への影響にも注意を払っておかなけ

ればならないだろう。この点を，本研究で特に意識して

調査対象に含めた代表的な倭系遺物である筒形銅器と，

逆に明らかにIW1鮮半島で作られたと考えられている馬形

帯鉤を例に考えてみるo,1.§形帯鉤は出土地が圧倒的に朝

鮮半島に多くＨ本では２遺跡でしか兇つかっていないと

いう量的な問迦や，４枇紀には基本的に日本には馬がほ

とんどおらず精纈な造形や装飾を日本で行えたとは考え

にくいこと（渡来人が作ったという説明の余地はあるが）

などから，朝鮮半島製(ILi済・加耶系）であることが研

究背の共通認識になっている。それらの鉛|則位体比につ

いては，国立歴史民俗博物館所蔵AII1やこれまでの報告例

を含め，グループGBに届するものが多いという測定結

5.4．二つのグループ°の原料産地をめぐる問題点

本研究で見出されたGA,GBそれぞれのグループの

腺料産地がどこであるのかはまだ/f明であり，今後|則時

代の製錬や採鉱の遺跡の調査を，砦占学・''1然科学のFIj

liliから進めたｌ鷺で慎亜に考察を加えなければならない。

しかしながら，これまでに報告されている鉱山のデー

タや出土遺跡の性格などからみるとグループGAは，

前漢鏡の数11間範囲内にあることや，またこれまで報告さ

れている朝鮮半島の鉱床でこれに近いデータを示すもの

がないことから，産地の候補としては中国の鉱床との関

迎性がまず考えられるであろう。

またグループGBについては，これまでの鉛同位体比

研究の結果に従えば，！'!|耳の華!'!～華南産原料の数値範

|＃l内にあるため，まだ測定されていない中圧lの鉱床が陳

料の産地である可能性は考えられるが，一方で，慶尚北

道の漆谷鉱l11の数値がこれと比I肢的近い数１IIIIを示すこと

や，その近くに位置する鉱山の鉱ｲi産出状況（すなわち

1,1辺の地質状況),朝鮮半島鉛鉱石の分布域内にある領
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県が得られた。これは時期的な知見とも合致している。
一方，簡形銅器については，以|jijは日本でのlll土が多い

とされていたが，近ｲ|;'ill鮴､卜,li!)での川ｋ例が１W川し，呪

ｲﾋでは数がｌ,'i抗しており,l,t的にはどちらで製作された

ものか判|析が下せない状況にある。鉛|,1位体比では,il1ll

定した２５盗料のうち１１点もがグループGBに属してい

る。この結果からは，同位体比の共通'|'kから‘馬形州;鉤と

l,j様にIIJI鮴半島製である可能'|'kも考えられるが,'|ﾘl鮮､|ｆ

島から素材をもちこんで日本で製作された111能性も､'1然

唇えることができるため，鉛'11位体比の数11間から川|‘|を

決めることも|木|難である。したがって、ここから先は埒

占学的な解析によって議論を腱|淵していかなければなら

ないというのが現況といってよい。

本研究の糸,'i染は,,!j:銅製IIIIIIの製作技術ｋの問題につい

ても一定の'|','i綴をljえると考えられる。これまで,,Iffl'i

器についてはスクラップ命屈の熔解によるIIWI1川が鴨ん

に行われ，様々なｊ>惟地（すなわちそれぞれ災なる鉛'11位

体比）のl則(料が混合されて川いられ，これが鉛同位体比

に基づくﾉ》借地推定の考察に影群を与えたのではないかと

の意兇もlllされていた。しかし本研究のﾎ,li采では，異な

る地域・遺跡で出ｔした資料で一致性の商い数値を,jくす

ものが数多く見出され，また一方で楽浪ｔ城資料のよう

に一遺跡の!'1でも近似した数1111Iを不す資料がまとまって

検出されている。このことから，ここで洲從対象とした

ようなri料，特にグループGA・GBのrf料は，ある'股

疋された鉱|||や地域から採伽した鉱石を製錬して１１卜られ

た金属がＩj"|-として仙川されたと考えられ，これらにつ

いては|¥利川などによって様々な|｢1位体をもつ腺料か混

合されて製岾が作られた可能'|'liは低いと‘ﾄ|Ⅱ析される。こ
の点については，先行研究である,I､!３淵。、'た尼がこれまで

述べてきた考え方（,囎淵,１９８９など）とﾉ産本的に一致

する。

ただ，一方で分析資料の111には，数価に|ﾘl瞭なまとま

りのみられないものもあり，それらについては当然のこ

とながら，米確定の鉛鉱|||のものである''l.能'|'|２や,I!ifIIj

製17!のスクラップをli}利川したものである111能性もある。

このうち特にスクラップのlli利川による紫材の混合につ

いては，弥生時代のI¥銅製I1I111を対象として,.Mji)lll

(2007)が鉛li位休比のほかに化学組成のデータを1ji:川

することのｲj効‘|唯について考察をｲjっており，その結果

として，特にfH域ａﾙiil辺および髄域Ａ内における鉛|I１

位体比の分1jについて，スクラップの混合もｲjわれてい

たのではないかとの兇解を小している。他の髄域に分１ｊ

する資料についても,f(}IIj位休比分析のほか化学組成分

析のデータを含めて広く検討をｲｊうことか今後の課題と

なるであろう

６．おわりに

本稿では，数値の菜'|!する二つのグループについて呪
lllf!､'､(で考えられる兇迪しを加えるにとどまった。これら

については，Ｉｌ本の飛烏池遺跡から川上した資料との関

迎･'ｿ|皇（齋藤，2009）など，考II１-'､jj:的な視点からの詳細な

検!;､j･を要する1梨越が数多く含まれている。鉱111遺跡や製

錬迪跡の!洲介なども必喫になってくるであろう。

また今後はさらに，忠清道や〃〔縦道などへも調査の純

|ji:1を広げていく計l'l'iである。

韓国・ll本の多くの研究機関や研究者のご|筋力により，

純|進l嶺南地域を中心に200,1坑以|:というきわめて多くの

壷料を系統的に分析する機会を１１卜ることができた。記し

て感謝の意を表する（敬称略)｡

慶尚大學校博物館束我人學校（林孝澤，趙顯福，郛

束無，金火|虻)，釡lll人學校博物航（鄭澄ﾉ心，申敬散，

企.|･賊乍I,ﾐｲli),IE)iりく曜校I1,ﾄ物航（金‘,|'fWi),嶺|制文

化l1ｲ研究所（緯道杣,fMI I榮) ,慶附發峻研究院歴史文

化センター（ﾉ十昊州，トノ､L泓)，束|戎|大學校慶州キャン
パス博物節（金吉雄，女在晧，災攝淑，冑'､腱榮)，佃泉

|!＃物館（李災也，洪淌ｲll ' i ,河炳厳請眞淑，乍賢珠),

釡山市吋#物館（(故）末椎絃)，腿野市教育委員会，火

"j(入学文学部（後藤1111:),宮内1j11;|唆部（肢幡建之,1i'i

+lf硲ﾕ),IMll1l理科人'､jff,国虻歴史民俗博物館（永lll6'li

作)c

本研究は科学研究f'iflii助金・ノ,噂稚研究(B)(２)「火

アジア地域におけるI$ffl'j器文化の移入と変容および流迪

に|%lする多刈的比IIMIJI先」（研究代表荷：齋膝努，！猟辿

冊り･:09208103,2003～2005イド度）によって災施され
た。
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表１測定資料と鉛同位体比測定結果⑪
Table lSamplesandthe i r lead isotoperat ios

同位体比
分析蒋号

遺 椛 分析遺物 年 代 !Pb/2';Pb P b / J P b l 備 号Pb/･!"Pb Pb/』ⅢPb Pb/LPb

楽浪|城(MII,２001,2002)'|ﾘl鮴民主主義人氏共卵l1m
61景器
鼎
帯金具

前２廿t紀末～４世紀 Ｂ7３０１ 0.8790 2.1680 17.670 15.53238.309
前２世紀未～４枇紀 B7302 ０．８５７１ 2．１１７７ 18.260 15.651138.669
前２世紀末～４世紀 Ｂ73()３ 0.8898 2.1824 17.39315.47537.957

,淵;余呉

銅鎌
前２世紀木～４枇紀
前２１晄紀末～４世紀

B730410.87682.1647 １ ワ 弓 句 ‘ 〕
１J､ＩＯＤ ８

６

８

５

３

４

８

８

３

３

９

９

４

２

５

５

５

５

１

１

38.388
Ｂ7305 ６

４

９

７

８

３

１

５

９

８

６

１

６

５

７

７

７

７

５

ワ

ー

８

８

８

８

８

８

８

８

０

０

０

０

０

０

０

2.16822 .168217.73715.52938.4561７．７３７
銅錐
銅雛
銅厳
銅厳
、ﾄFlj銭

前２世紀末～４世紀 B7306
B7307
B7308
B7309

2.1703 17.64215.51438.288
前２世紀末～４世紀
前２世紀末～４１廿紀
前２世紀水～４１廿紀
前２枇紀未～４世紀
前２肚紀末～４世紀

７

３

３

０

５

０

７

６

１

１

１

１

２

２

２

８

４

５

８

５

１

６

７

４

７

７

８

１

１

１

６

４

４

６

５

５

５

５

１

１

６

４

２

９

４

６

３

４

８

８

８

８

３

３

３

３

３

３

７

５

０

５

７

６

１

６

６

１

１

１

１

ワ

］

ワ

］

ワ

］

ワ

】

５

７

２

１

０

７

４

７

５

８

７

７

１

１

１

15-686
Ｂ7３１０ 1５．５１６ }8.341

ﾉt銑銭 Ｂ7３１１ 15.553 38.090
/[蛛銭
銅製品１１
銅製品２４
青銅製｢I1A残欠
mil製!|6１３

前２世紀末～４枇紀 Ｂ7３１２ 0.7634 1．９２４２ ２０．８１８ 15.892 40.058
前２1H:紀末～４世紀 B7３１３ 0.9005 17.3222．２１５７ 1５．５９９ )8.381

前２世紀末～４世紀 Ｂ7３１４ 0.8769 2.１６６２１７.７１３１５.５３３ ３８．３７０
前２枇紀末～４世紀 B7３１５ 0.8796 ２．１６７８ 17.637 1５．５１３ 3８．２３２

前211t紀末～411t紀 B7３１６ 0.8762 2.1622 17.774 15.573 38.432
flij製!III１2６ 前２１廿紀末～４世紀 B7３１７ 0.8810 2.1718１７.６０４ 15.50838.233
銅製品１．］ 前２１廿紀末～４世紀 B7318 0.8788 ２．１６７４ 17.675 １ 医 員 ｑ ＱｌｑＪ，1ＪＪＪ 38.3()８
fll製品２７ 前２枇紀末～４世紀 B7319 0.8547 ２．１１５３ 18.343 15.677 }8.8()(）
銅製品３０-１ 前２世紀末～４枇紀 B732010.8782 2.1632 １７．６８８ 15.533 ２

３

６

６

８

６

２

３

５

８

８

８

３

３

３

銅製品４-４ 前２世紀末～４世紀|B732] 0.87642.1646 17.732 1５．５４１
１５．５１１銅製品１２ 前２ilt紀末～４世紀

前２世紀末～４枇紀
前２１廿紀末～４世紀
前２世紀末～４世紀

Ｂ7322 0.8785 ２．１８４６ 1７．６５７
銅製品８ Ｂ7323 0.8587 ２．１１６９ 1８-１９７ １５．６２９３８．５２］

銅製品１４ B7324
B7325

0.879(）

0.8546
0.8753

９

０

８

２

８

３

７

１

６

１

１

１

２

２

２

０

９

９

３

１

７

７

３

７

７

８

７

１

１

１

４

６

３

８

５

６

５

６

５

５

５

５

１

１

１

５

７

１

２

０

７

５

８

４

８

８

８

３

３

３

銅製品２９-２
↑

青銅片
銅製品２５
銅嫉２

前２世紀末～４枇紀 Ｂ7326

前２世紀水～４枇紀 Ｂ7327 0．７５１１ 1.959221.186１５.９１３41.506
前２世紀末～４１H紀 Ｂ7328 0.8805 2.1719 17.667１５．５５５38.370

銅雛３ 前２世紀未～４世紀 B7329 0.8803 2.1719１７．６５９ 15.545138.354
銅鍼７-５ 前２枇紀末～４世紀 Ｂ7330 0.8775 }8.4282．１６６７ １ 房 再 ｎ 戸

ｌｊ.／qうり 15.563

銅搬９-３ 前２世紀末～４世紀 Ｂ7３３１ 0.877812.1680117.726 15.559 38.429

銅 鍼 ４ - ３ 前 ２ 枇 紀 末 ～ ４ 世 紀 B 7 3 3 2 0 . 8 8 2 8 2 1 7 3 1 1 7 5 5 2
f l l i鰄残欠８-３前211 t紀末～４１廿紀B73330 . 89862 . 210517 . 331
銅 鍼１ - １ 前２世紀水～ 4 1 1 t 紀 B 7 3 3 4 0 . 9 0 0 8 2 . 2 1 6 3 1 7 . 3 1 0
銅 厳 ９ - ５ 前 ２ 世 紀 末 ～ ４ 世 紀 B 7 3 3 5 0 . 8 7 6 2 2 . 1 6 4 4 1 7 . 7 9 0
銅 雛 ９ 前 ２ 枇 紀 末 ～ ４ 世 紀 Ｂ 7 3 3 6 0 . 8 6 4 3 2 1 3 3 0 1 8 . 1 1 8
銅 雛 １ - ２ 前 ２ 枇 紀 末 ～ ４ 世 紀 B 7 3 3 7 0 . 8 3 7 0 2 . 0 7 1 0 1 8 . 8 0 0
銅鍼６ -６前２１廿紀末～４枇紀Ｂ 7 3 3 8 0 . 8 9 1 0 2 . 1 8 4 4 1 7 . 3 4 2
銅 鎌 ６ - ２ 前 ２ 世 紀 末 ～ ４ 世 紀 B 7 3 3 9 0 . 8 7 9 0 2 . 1 7 0 8 1 7 . 6 7 8
銅 雌 ５ - ２ 前 ２ l l t 紀 末 ～ ４ 世 紀 Ｂ 7 3 4 0 0 . 8 8 3 8 2 1 7 5 6 1 7 . 5 3 1
銅 鍼 ７ ． ４ 前 ２ 世 紀 未 ～ ４ 世 紀 B 7 3 4 1 0 . 8 7 6 7 2 . 1 6 4 9 1 7 . 7 3 8
銅 鑛 １ ５ 前 ２ 世 紀 末 ～ ４ 世 紀 B 7 3 4 2 0 . 8 8 5 1 2 . 1 7 5 5 1 7 . 5 0 5
銅 製 ! H I 7 8 前 ２世紀末～４世紀 B 7 3 4 3 0 . 8 8 0 0 2 . 1 7 1 6 1 7 . 6 7 2
剣 金 具 前 ２ 枇 紀 末 ～ ４ 枇 紀 Ｂ 7 3 4 4 0 . 8 9 9 7 2 . 2 1 3 3 1 7 . 3 3 1
方 鉛 鉱 - l 前 ２ 世 紀 末 ～ ４ 世 紀 Ｌ 2 6 0 1 0 . 9 1 5 1 2 2 5 3 7 1 7 . 0 5 0
方 鉛 鉱 - ２ 前 ２ 世 紀 末 ～ ４ 枇 紀 L 2 6 0 2 0 . 9 1 7 9 2 . 2 6 4 5 1 6 . 9 9 6
方 鉛 鉱 - ３ 前 ２ 世 紀 未 ～ ４ 世 紀 L 2 6 0 3 0 . 9 1 8 3 2 . 2 6 3 6 1 6 . 9 7 6
方 鉛 鉱 - ４ 前 ２ 世 紀 水 ～ ４ 世 紀 L 2 6 0 4 0 . 9 1 8 0 2 . 2 6 3 9 1 6 . 9 8 0
方鉛鉱 -５前２１1 t紀末～4 1 1 t紀 L 2 6 0 5 1 0 . 9 1 8 9 2 . 2 6 6 7 1 6 . 9 6 9
方鉛鉱-６11 i j 2 1 1 1 :紀末～4111 :紀L26060 . 9 1 452 . 2 5 6917 . 0 5 8

１上1川ll1,11-噴群（未繩告）慶尚|判道成|場郡戚|場邑
５ 号 剣 ’ 611t紀中柴|B６２４５1085061210701｣8499

前２枇紀末～４世紀 Ｂ7332 0.8828 2．１７３１ 17.552 15.495 〕8.143

前211t紀末～４1廿紀 B7333 0.8986 2．２１０５ 1７．３３１ 15.573 3８．３１１

|jij2世紀末～411tfu B7334 0.9008 2．２１６３ 1７．３１０ 15.593 38.365

15.588 38.504

前２枇紀末～４世紀 Ｂ7336 0.8643 15.658 38.646２．１３３０ 1８．１１８

前２枇紀末～４世紀 Ｂ73370.8370 2.0710 １８．８００ 1５．７３５ 38.934

前２１廿紀末～４枇紀 Ｂ7338 0.8910２．１８４４ 17.342 15.452 )8.882

前２世紀末～４世紀 Ｂ7339 0.8790 ２．１７０８ 17.678 ９

４

１

３

９

５

５

４

５

５

５

５

１

１

１

}8.376

前２llt紀末～４世紀 Ｂ7340 ８

７

１

３

６

５

８

７

８

８

８

８

Ｑ

Ｑ

Ｑ

６

９

５

５

４

５

７

６

７

１

１

１

２

２

２

1７．５３１ ３８．１４１
38.402前２世紀未～４世紀

前２世紀末～４世紀
B7341
B7342

17.738
５

２

０

７

５

６

７

７

１

１

1５．４９３
１『ー「ー｢ー1１０．０，１

３８．０８２
３８．３７７B7343

B7344 0.8997 ツワ１ｑｑ- ① 旦 ユ リ Ｖ 1７．３３１ ２

１

０

９

０

０

５

６

６

５

５

５

１

１

１

３８．３５９
Ｌ2６０１ ０

６

５

９

０

９

【
Ｉ
《
ｂ

ｌ

１

38.424

前２世紀末～４枇紀 L2602 0.9179 2.2645 38.487

Ｌ2603 ０．９１８３ 2.2636 16.976 1５-５９０ ３８．４２９
L2604 ０．９１８０ 16.980 15.587 38.4402.2639

L260510.９１８９１２.２６６７１１６.９６９１１５．５９２38.463
|jij2111:紀末～4111:紀 L2606 2.2569 1７．０５８ 15.599 )8.4980．９１４５

Ｂ6245 ０．８５０６１２．１０７０１８．４９９15.735138.976

生卓占墳群（趙ほか，2006）慶尚南道l11清郡生草面於山里|｣」
B6143108690珠文鏡 ６世紀中漿回 )8.189Ｂ６１４３ 0.8690 ９ １ ワ ワ
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炎１測定r'r料と鉛|同１位体比測定結果２
ｒablc lSamplcsandlhei l･ Icadisot()pcral ios
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表１測定資料と鉛l司位体比測定結果⑧
Table lSamplcsandthe i r lead isotoperat ios

同位体比
分析番号

遺 幟 分析遺物 年 代 術 老Pb/y''Pb Pb/｣'Pb Pb/:Pb Pb/｣I'Pb Pb/g;Pb

|《IIII_l｣塘群（続）

桂城古墳群（釡l｣｣大學校博物館,1995)慶尚|判道昌寧郡桂城面舎LH
｢Iq5号 金銅製上Ｉ飾一］ ６世紀前～後 青銅部分

青銅部分
B6230 0.8548 1８．４１２2.1045 15.73938.747

ユニＪ
Ｌ７ＦへＪ

１、 金銅製耳飾-２ ６枇紀前～後 Ｂ6２３１ 0.8610 2．１１４４ 1８．２１８ 15.68638.52］
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Ａ
Ａ
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金銅製上|冒飾-３ ６１H:紀前～後６１H:紀前～後 15.59938.375青銅部分B6232 0.8721 2.1456 17.885

金銅製耳飾４
金銅製耳飾
金銅製耳飾（下）
金銅製耳飾（下）

６1廿紀前～後 青銅部分B6233
15667138.8401青銅部分
15５８６３８３９３青銅部分

？
６１廿紀中～７世紀初
６世紀中～７世紀初
６１廿紀前～後

B6234

B6235
B6236
B6237

0.8495 ９

６

５

５

０

１
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２
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ロワ２

号
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ワ
］
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青銅部分
青銅部分

Ｂ6238 18.507 15.681 38.734
十

金 銅 製 耳 飾 ６ 世 紀 前 ～ ７ 世 紀 中
金 銅 製 耳 飾 ６ 枇 紀 前 ～ ７ 世 紀 前
金 銅 製 耳 飾 ６ １ f t 紀 前 ～ ７ 世 紀 前
金 銅 製 耳 飾 ６ １ 壮 紀 中
金 鋼 製 上 | 姉 5 1 1 t 紀 末 ～ ７ 枇 紀 初
金銅製 ｣皇 I : 飾 6 1 1 t 紀未～７世紀前
（林・郭，2000）慶尚南道金海郡酒村面
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青銅部分Ｂ6244 0.8589 1８．１９６ 15.629 38.5072．１１６２
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611t紀未～７世紀前 38.802青銅部分
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筒形銅器340号 1枇紀？ Ｂ6２１０ 0.8680 ２．１４４１ 15.602１７Ｑ７Ｒ
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内徳里占墳群(JkfR告）慶尚南道金海郡長有而
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１ 15.65938.937

火成洞古墳群（申・金,2000a,2000b;申ほか,2003)
l け 青 銅 製 環 - １ ５世紀I/4分期青銅製環-１

冑銅製環-２
B６２５９１０.８６３０１２.１３０３１８.０９６１５.６１８３８.５５１

1号 ５世紀l/５分期 Ｂ6260 0.8626 2.1292 1８．１１７ 15.62838.574
１ １ １
１ 石 冑銅製環-３ j世紀l/６分期 B６２６１１０.８５０９１２.１０９９１８.４２１１５.67438.867

1553738.2051破片筒形銅器１１H ５世紀l/４分期 Ｂ6269 0.8690 2.1370 17.878

１ ２ 号 胡 錬 ５世紀前半 B６２６３１０．８６４５１２．１３０３１８.()5３１５．６０６38.458
２３号 筒形釧器 lllt紀後､Ｉ〃 38.6()３破ハ15.628B6270 0.8615 2.1280 1８．１４１
２９り 金銅製冠 15.72338.923IKH]lll言紀未 B6262 0.8485 2.１００４ 1８.５３１
３９号 筒形銅器 11廿紀４/４分期 Ｂ6258 0.858912.122518.237１５．６６４38,709

『』了銅環 ４１廿紀４/４分期 保存処理済５７リー(旧３） Ｂ6264 0.8618 ｎ ｌ ｎ ｒ ー 弓
４．ｌ乙Ｄｌ 1８．１３２ 15.62738.543

青銅環５７号(''’４） 1世紀４/４分期 0.8568 18.266１５．６５０38.657認265 ２．１１６３

7３

Mll号墳｜棺付'瓜具 ’６世紀第31几|半期 Ｂ6139 ｌ ｌ ｌ -



炎lil1ll',igri料と鉛|両１位体比測定結果４
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I11位体比一
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l１ l l :紀 l / 1分 !U I B 62670 . 8 6 162121９１
２１i l二紀l i i j , | <B51110_86582 .119711
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l児形,冊鉤
l児形,|||鉤
(I豊凡L人學校博物節
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r b - 1 1 「
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７８)j l｣｣飾

llll:紀？
1985.1993)

Ｂ62680.8762
1HIII,11判遊金抑郡大束1ni
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尚形銅器 l～５１11:紀 B62280.860２２．１２２５ '８．１６１１５．６２４38.553
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B62-I9（).8666２．１０９９１７．９８８１５．５８８37.953２．１０９９
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炎１測定資料と鉛l司位体比測定結采５
Table lSamplesandtheir leadisot( )pcrat ios

|剛位体比
分析番8．
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奈良県ﾉ<fill'lj<ilx町､|りさ（三木,1997)
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表２グループGAに帰属する資料
rablc2Theobjectsbelongingtogroup-GA
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JE４aグループGAと鉛|11位体比が一致する近畿・越火銅鐸（馬淵・、|え尼,1982a)
Tablc&'laLcadisotopcratiosofＲ加航-Sα"セ〃typeDo/α虎〃(bronzebells)accordedwithgroup-GA
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StudiesonProvenanceandCurrencyofAncient
KoreanandJapaneseBronze,GildedBronze,Si lver
andGalenaUsingLeadlsotopeAnalysis

TsutomuSAITO!),YoshiyukiHABUTA２),ShuichiKAMEDA３),MasahikoFUKUO!),
In-SungCHUNGm},KantaTAKADA６),EiichiKAZAMA７),Shin'ichiroFUJIO!),
Chang-HwanRYUs),Young-JeCHO８)

')NationalMuseumofJapaneseHistory,117Jonai-cho,SakuraCity,Chiba,285-8502,Japan
2)SenshuUniversity,２-l-lHigashimita,Tama-ku,KawasakiCity,Kanagawa,214-8580,Japan
3)OkayamaUniversityofScience,l-lRidai-cho,OkayamaCity,Okayama,700-0005,Japan
4:ImperialHouseholdAgency,1-lChiyoda,Chiyoda-ku,Tokyo,100-8111,Japan
5)TheUniversityofTokyo,7-3-lHongo,Bunkyo-ku,Tokyo,113-0033,Japan(Presentaddress:

YeungnamUniversity,214-lDae-dong,Gyeongsan-si,Gyeongsangbuk-do,712-749,Korea)
6)OkayamaUniversity,３-1Tsusima-naka,OkayamaCity,Okayama,700-8530,Japan(Presentad-

dress:NaraNationalResearchlnstituteforCulturalProperties,2-9-lNijo-cho,NaraCity,Nara,
630-8577,Japan)

7)NaganoCityBoardofEducation,1613Midori-cho,Tsuruga,NaganoCity,Nagano,380-8512,Japan
8!GyeongsangNationalUniversity,９00Gajwa-dong,Jinju,Gyeongsangnam-do,660-701,Korea

Weanalyzedleadisotoperatiosofbronze,gildedbronze,si lverandgalenaexcavatedfrom

southernKoreain２C.B.C.to７C.A､D.,andcomparedthedatawiththoseofbronzebelongingtothe

ImperialHouseholdAgenCy,TokyoUniversity(objectsexcavatedfromNaklang),Nagano-city

andNationalMuseumofJapaneseHistory.Thetotalnumberofanalyzedsampleswas２３４・Asa

resultwefoundout2groups,namedGAandGB,atwhichmanydatawereconcentrated.

Thegroup-GAconsistedofonly9objectsexcavatedfrom3ruins,however,thedegreeofcon-

centrationofthedatawasextremelyhigh.Theageoftheobjectsbelongingtogroup-GAwas

fromBC.2Cto４C.A.D.Thedatawerewellaccordedwiththoseof短刀賊-Sα〃'g"typeDo#α々〃

(bronzebells),whichweremadewithstandardizedmaterials

Correspondingly,thedataofgroup-GBweredispersiveinsomedegree,however,thegroupcon-

s i s tedof43samplesf roml43Koreanbronzes ,1３samplesf rom３4objectsof the lmper ia l

HouseholdAgencyand5samplesfrom6bronzesofNationalMuseumofJapaneseHistory,soit

wassupposedtobeoneofthemainareaofmaterials・Thedatawereaccordedwiththoseofmany

"ｍａg""-如炊o(horse-shapedbuckle)excavatedinKorea.Theageoftheobjectsbelongingto

group-GBwasmostly４C.A.D・to７C.Ａ､Ｄ・andasawholelaterthanthatofgroup-GA.

Theprovenanceofgroup-GAwasestimatedtobenorthernChina.Thatofgroup-GBwas,from

theresultsofformerstudyofleadisotopeanalysis,thoughttobesouthernChina,butthedataof

KoreanC"jgo"mine,whichcameveryclosetogroup-GB,andgeologicalcircumstancespointed

outthepossibi l itythattheprovenanceofmaterialsofgroup-GBwassouthernareaintheKorean

Peninsula.
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